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 フコイダンは海藻から抽出される多糖類で硫酸基を多く

含む特徴を持つ．フコイダンは抗血液凝固作用，抗腫瘍作用,

抗アレルギー作用など，多くの生理活性作用を持つ．さらに，

低分子化されたフコイダンは高分子フコイダンに比べてよ

り顕著な生理活性作用をもたらすことが報告されている[1]．

これまでに，我々は Fig. 1 に示した気液界面プラズマプロセ

スで液中のフコイダン（1 mg/mL）を迅速に低分子量化する

事ができることを報告した[2]．Fig. 2にその結果を示した（赤

破線）．濃度が 1 mg/mLのフコイダンを 5分間処理し

た場合，支配的な分子量が初期値の 104.5～105.5 Daか

ら 103～104 Daに低減されている．しかし，１回の処

理でより多くの低分子量化フコイダンを得るために

は，より高濃度のフコイダン水溶液の処理をすること

が望ましい．そこで，濃度 10 倍のフコイダン（10 

mg/mL）を処理した．その結果は，同図に示した通り

である（青点線）．初期濃度を濃くすると処理効率が著

しく低下した．この原因については，現在検討中であ

るが，液面直下の高濃度フコイダンに大部分の活性種

が消費され，液面から深い部分に活性種が到達しない

ことが原因の一つではないかと推測している． 

 一方，我々は，近年の研究により，Fig. 1 の方式よりも高効

率でフコイダンを低分子量化できる新しい方式（DBD 埋め込

みマイクロコンタクタ方式）を開発した．発表では，この新方

式を用いた結果についても報告する． 
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Fig. 1 Schematic illustration of our plasma-

liquid interface process. 

 

Fig. 2 Differential molecular weight distribution of 

the fucoidan treated with plasma for 5 min. 

 

Fig. 3 Cross section of DBD-embedded 

gas-liquid micro-contactor. 
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